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ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
中
世
か
ら
一
六
世
紀
ま
で

ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
東
に
位
置
し
、
面
積
は
日
本
の
四
国
（
一
八
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
少
し
広
い
二

〇
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
現
人
口
は
お
よ
そ
三
〇
〇
万
を
抱
え
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
中
心
都
市
カ
ー
デ
ィ
フ
に
は
急
行
電
車
で
ロ
ン
ド
ン
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
か
ら
わ
ず
か
一
時
間
ち
ょ
っ
と
で
着

く
。
一
九
九
〇
年
に
は
じ
め
て
カ
ー
デ
ィ
フ
に
到
着
し
た
と
き
、
あ
ま
り
の
距
離
の
短
さ
に
驚
い
た
が
、
着
い
て
街
を
歩
い
て
み

る
と
、
通
り
の
名
前
が
上
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
、
下
に
英
語
の
二
カ
国
語
表
示
の
プ
レ
ー
ト
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
す
ぐ
隣
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
こ
は
「
異
国
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

宿
を
取
っ
て
、
部
屋
に
落
ち
着
き
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
み
る
と
、
英
語
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
終
わ
る
と
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
と
お

ぼ
し
き
言
語
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
読
ま
れ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ス
も
二
カ
国
語
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
を
め

ぐ
っ
て
も
あ
ら
ゆ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
二
カ
国
語
で
書
か
れ
て
い
た
。
歴
史
上
も
多
く
の
旅
人
が
こ
う
い
っ
た
異
国
性
を
求
め

一



の
侵
攻
と
そ
の
支
配
（
前
一
世
紀
半
ば
か
ら
紀
元
四
一
〇
年
ま
で
）
を
経
て
、「
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
」
の
一
波
と
し
て
ブ

リ
テ
ン
島
に
や
っ
て
き
た
「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
」
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
勢
力
拡
大
を
受
け
て
、
七
世
紀
に
は
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
人
の
土
地
と
し
て
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
が
成
立
す
る
と
同
時
に
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
が
い
ま
の
よ
う
な
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
端
の
土
地
に
押
し
込
め
ら
れ
る
形
で
地
域
と
し
て
成
立
す
る
（
１
）
。

そ
の
後
、
一
一
世
紀
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
ノ
ル
マ
ン
王
朝
が
支
配
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
延
長
部
分
と
見

な
さ
れ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
隣
接
す
る
国
（country

）
と
し
て
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
軍
事
的
安
全
の
た
め

に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
支
配
下
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
中
世
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
支

配
は
、
一
二
八
四
年
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
法
（
リ
ズ
ラ
ン
法
）
で
決
定
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
一
二
七
二
年
に
即
位
し
た
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
が
、「
カ
ム
リ
ー
大
公（
プ
リ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）」の
ス
ィ
ウ
ェ
リ
ン
・
ア
プ
・
グ
リ
フ
ィ

ー
ズ
と
の
二
度
の
戦
闘
を
経
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
政
治
的
な
自
立
を
完
全
に
喪
失
せ
し
め
た
布
告
で
あ
る
。
征
服
し
た
西
ウ
ェ
ー

ル
ズ
（
全
体
の
三
分
の
一
）
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
倣
っ
た
六
州
が
設
け
ら
れ
、
北
の
カ
ナ
ー
ヴ
ォ
ン
と
南
の
カ
マ
ー
ゼ
ン
に

司
法
・
行
政
・
財
務
の
中
心
拠
点
が
設
置
さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
官
吏
が
配
さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
刑
法
が
強
制
的
に
施
行

さ
れ
た
。
西
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
制
度
や
刑
法
を
強
要
さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
体
制

は
一
六
世
紀
前
半
の
連
合
（U

nion

）
ま
で
続
い
た
（
２
）
。

そ
の
の
ち
、
一
三
〇
一
年
に
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
は
長
男
エ
ド
ワ
ー
ド（
後
の
二
世
）に
、
ス
ィ
ウ
ェ
リ
ン
・
ア
プ
・
グ
リ
フ
ィ

ー
ズ
が
持
っ
て
い
た
同
じ
称
号
の
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
を
授
け
た
際
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
そ
の
所
領
（
ウ
ェ
ー

ル
ズ
君
主
領
）
と
し
て
授
与
し
た
。
こ
の
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
は
、
う
か
つ
に
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
王
子
」
と
直

訳
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
が
、
か
つ
て
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
最
有
力
者
の
称
号
で
、
現
在
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
皇
太
子
の
称
号
の
起

源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
で
知
り
得
よ
う
。
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も
う
少
し
触
れ
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
支
配
す
る
の
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
反
発
を
呼
ぶ
の
は
明
ら
か
な
の

で
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
反
感
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
長
男
エ
ド
ワ
ー
ド
に
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
称
号
を
授
け

て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
名
目
上
の
君
主
と
す
る
。
こ
の
た
め
に
、
身
重
の
王
妃
を
当
時
ウ
ェ
ー
ル
ズ
侵
攻
の
前
線
基
地
で
あ
っ
た
カ
ナ

ー
ヴ
ォ
ン
城
に
連
れ
て
行
き
、
そ
こ
で
王
子
を
出
産
さ
せ
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
生
ま
れ
の
子
を
世
継
ぎ
に
す
る
宣
言
と
な
っ
た
。
こ
れ

以
後
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
君
主
の
長
男
か
つ
王
位
継
承
者
は
、
伝
統
的
に
こ
の
称
号
を
授
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、

現
在
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
も
一
九
六
九
年
に
カ
ナ
ー
ヴ
ォ
ン
城
で
授
与
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
中
世
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
、
東
部
・
南
部
を
中
心
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
辺
境
領
主
が
権
力
を
揮
い
、
王
権
の
介
入
を
許
さ

な
い
一
種
の
無
法
地
帯
を
形
成
し
た
。
し
か
し
、
中
世
末
期
に
は
、
相
続
や
没
収
に
よ
り
王
権
は
徐
々
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
辺
境
領
を

王
領
地
に
編
入
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
辺
境
領
府
を
設
け
て
支
配
を
強
化
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
で
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
血
を

引
く
ヘ
ン
リ
ー
・
テ
ュ
ー
ダ
ー
が
新
た
な
王
朝
を
開
始
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
要
素
が
加
わ
っ
た
こ
と

は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
支
配
の
正
当
化
に
も
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
子
ヘ
ン
リ
ー
八
世
は
、
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
に
よ
る
中
央
集
権
体
制
を
強

化
し
て
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
併
合
を
画
策
し
た
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
併
合
は
、
一
五
三
六
〜
四
三
年
に
お
け
る
、
一
連
の
連
合
法
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
は
全
土
に
及
び
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
辺
境
領
の
廃
止
、
デ
ン
ビ
ー
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
な
ど
五
州
の
新
設
、
各

州
へ
の
治
安
判
事
の
任
命
、
裁
判
所
の
創
設
や
裁
判
制
度
の
調
整
な
ど
が
定
め
ら
れ
、
行
政
や
司
法
の
公
用
語
と
し
て
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
語
が
廃
さ
れ
て
英
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
文
化
や
伝
統
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と

な
っ
た
（
３
）
。
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Ⅱ

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
伝
統
の
創
造

以
上
の
政
治
史
や
法
制
史
な
ど
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
歴
史
の
デ
ー
タ
を
最
低
限
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
か
ら
は
、
や
や
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
で
は
な
い
側
面
、
社
会
的
文
化
的
な
視
点
か
ら
、
引
き
続
き
、
旅
人
の
観
点
も
生
か
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
よ
る
ウ
ェ

ー
ル
ズ
観
を
見
て
い
こ
う
（
４
）
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
に
対
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
態
度
と
イ
メ
ー
ジ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
統
治
政
策
の
変
遷

に
よ
り
、
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
戦
争
時
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
敵
対
的
で
反
抗
的
で
あ
る
と
の
像
が
構
築
さ
れ
る
と
、
ウ
ェ

ー
ル
ズ
人
は
悪
魔
の
よ
う
に
描
か
れ
、
平
時
に
戻
っ
て
十
分
に
お
と
な
し
く
な
り
従
属
的
な
民
に
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
保

護
の
対
象
と
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、一
三
世
紀
末
の
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
期
の
征
服
期
に
は
、ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
敵
対
的
で
悪
魔
の
よ
う
に
描
か
れ
た
が
、

併
合
さ
れ
た
後
の
一
六
世
紀
末
ま
で
来
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
著
述
家
に
よ
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
貧
困
と
英
語
の
無
知
が
書

き
留
め
ら
れ
、「
英
語
の
下
手
な
ほ
ら
ふ
き
」
と
し
て
登
場
す
る
。
一
六
世
紀
末
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
役
割
と
い
え
ば
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
人
を
優
越
感
に
浸
ら
せ
る
だ
け
の
お
も
し
ろ
お
か
し
い
小
作
農
と
な
っ
た
。こ
れ
は
、保
護
さ
れ
る
べ
き
お
と
な
し
い
人
々

と
し
て
見
な
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
。

併
合
の
後
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
支
配
層
で
あ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
地
主
の
息
子
は
多
く
英
語
を
学
び
、（
当
時
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
は
大
学

が
な
か
っ
た
の
で
）イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
住
し
て
、
さ
ら
に
経
歴
や
教
育
を
深
め
た
。
こ
う
い
っ
た
支
配
層
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
棄
却
は
、
併
合
後
二
五
〇
年
ほ
ど
、
一
八
世
紀
末
ま
で
か
か
っ
た
（
５
）
。
も
は
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
し
か
知
ら
な
い
こ

と
は
、
小
作
人
、
そ
れ
も
古
め
か
し
い
世
界
観
し
か
も
っ
て
い
な
い
小
作
人
の
属
性
で
あ
る
と
の
認
識
は
、
こ
の
間
に
定
着
し
て
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い
く
。
要
す
る
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
と
言
え
ば
小
作
人
と
な
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
へ
の
侮
蔑
の
イ
メ
ー
ジ
が
決
定
的
と
な
っ
た
。

ま
た
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
で
あ
る
こ
と
は
し
だ
い
に
貧
困
と
不
潔
と
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
�
」
と
は
、

指
で
髪
に
�
を
入
れ
る
こ
と
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
絨
毯
」
と
は
、
煉
瓦
の
床
を
本
物
の
絨
毯
の
デ
ザ
イ
ン
を
模
造
し
た
模
様
に
す

る
こ
と
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
バ
イ
オ
リ
ン
」
と
か
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
抱
擁
」
と
は
、
し
ら
み
が
引
き
起
こ
す
痒
い
所
を
か
く

こ
と
で
あ
っ
た
。

民
族
性
に
言
語
、
貧
困
、
不
潔
が
結
び
つ
い
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
こ
の
中
で
も

言
語
に
関
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
関
心
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
よ
り
よ
き
理
解
よ
り
、
そ
の
意
味
不
明
性
に
注
が
れ
た
。
一

七
世
紀
以
後
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
「
そ
れ
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
す
」
と
の
言
い
方
は
「
そ
れ
は
私
に
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
す
」
が

「
あ
な
た
の
話
す
言
葉
が
分
か
り
ま
せ
ん
」
を
意
味
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
た
。
一
九
世
期
末
に
至
っ
て
も
「
そ
れ
は
ウ
ェ

ー
ル
ズ
語
で
す
」
と
言
え
ば
、「
あ
な
た
の
言
う
こ
と
が
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
意
味
だ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
と
り
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
も
っ
と
も
重
要
な
特
徴
は
そ
の
意
味
不
明
性
、
わ
か
ら
な
さ
で
あ
っ
た
。

一
八
世
紀
に
入
っ
て
も
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
を
侮
蔑
に
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
旅
行
者
著
述
家
は
引
き
も
切
ら
な
か
っ
た
が
、『
ロ

ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』（
一
七
一
九
年
）
の
著
者
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
も
イ
ギ
リ
ス
中
を
回
っ
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
も
触

れ
た
旅
行
記
（
一
七
二
六
年
）
で
、
人
々
に
は
好
意
的
な
評
価
を
下
し
た
も
の
の
「
言
語
」
は
「
野
蛮
」
と
評
し
た
。

デ
フ
ォ
ー
あ
た
り
か
ら
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
と
り
わ
け
、
景
観
、
歴
史
、
文
学
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
（
後
の
ロ
マ
ン
主
義
）
で
あ

る
国
と
見
な
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
い
っ
た
新
た
な
見
解
に
影
響
を
与
え
た
の
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
書
い
た
詩
で
あ
っ
た
。
バ

ー
ド
（
詩
人
）
は
適
切
な
設
定
を
必
要
と
し
た
。
多
く
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
旅
行
者
に
と
っ
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
次
第
に
沢
山
の
景

観
（
美
し
い
風
景
）
の
あ
ふ
れ
た
場
所
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
七
二
七
年
に
初
版
が
出
さ
れ
一
九
世
紀
に
も
再
版
さ

れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
旅
行
者
用
の
人
気
の
あ
っ
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
文
法
書
は
「
こ
の
あ
た
り
に
滝
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
質
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問
を
載
せ
て
あ
っ
た
。
景
観
が
大
し
て
圧
倒
的
で
は
な
か
っ
た
な
ら
だ
ま
さ
れ
た
と
感
じ
る
旅
行
者
も
い
た
。
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
近

く
の
丘
が
、
思
っ
た
よ
り
「
ご
つ
ご
つ
」
し
て
お
ら
ず
「
ず
ん
ぐ
り
」
し
た
感
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
不
満
を
述
べ
た
も
の

も
い
た
。

戦
争
と
政
治
的
混
乱
に
よ
り
次
第
に
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
伝
統
的
な
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
行
き
先
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に

代
わ
り
も
っ
と
近
く
て
安
全
な
場
所
で
あ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
急
速
に
人
気
を
集
め
た
。
一
〇
〇
を
超
え
る

ウ
ェ
ー
ル
ズ
ツ
ア
ー
の
旅
行
書
が
一
八
世
紀
最
後
の
四
半
期
と
一
九
世
紀
前
半
に
出
版
さ
れ
た
（
６
）
。
押
し
寄
せ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か

ら
の
旅
行
者
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
文
化
の
再
創
造
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
も
っ
と
見
栄
え
よ
く
魅
力
的
に

作
り
直
す
必
要
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
景
観
を
容
易
に
変
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
っ
た
が
、
す
で
に
喪
失
さ
れ
た
伝
統
が

創
造
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
伝
統
の
創
造
」
で
あ
る
。「
伝
統
の
創
造
」
論
と
は
、
伝
統
と
は
古
く
か
ら
連
綿
と
し
て
継
続
さ
れ
て
き

た
も
の
と
い
う
よ
り
、
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
比
較
的
新
し
い
時
期
に
、
何
ら
か
の
要
請
や
主
張
や
必
要
性
に
よ
り
、
創
造
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
の
見
方
で
あ
る
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
の
場
合
、
た
と
え
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
旅
行
者
は
、
伝
統
的
な
ハ
ー
プ
音
楽
を
し
き
り
に
求
め
た
。
じ
っ
さ
い

は
、こ
の
伝
統
は
完
全
に
途
絶
え
て
お
り
、一
七
世
紀
初
頭
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
音
楽
の
楽
譜
は
一
九
世
紀
の
ハ
ー
プ
演
奏
者
に
は
ま
っ

た
く
読
め
な
か
っ
た
し
、
一
八
世
紀
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歌
や
賛
美
歌
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
借
り
て
き
た
も
の
だ
っ
た
（
７
）
。
し
か
し
、

強
い
需
要
を
前
に
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
あ
ま
り
関
係
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、「
真
正
の
」
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ハ

ー
プ
音
楽
が
一
九
世
紀
の
好
み
に
合
う
よ
う
に
再
創
出
さ
れ
、（
イ
タ
リ
ア
の
バ
ロ
ッ
ク
ハ
ー
プ
を
も
と
に
し
た
）「
真
正
の
」ウ
ェ

ー
ル
ズ
ハ
ー
プ
に
よ
っ
て
、
新
た
に
作
曲
さ
れ
た
「
真
正
の
」
ウ
ェ
ー
ル
ズ
ハ
ー
プ
音
楽
が
奏
で
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
が
、
古
代
の

詩
人
が
語
る
密
や
か
な
伝
承
の
遺
産
の
一
部
と
し
て
流
行
し
洗
練
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
提
示
さ
れ
た
。
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同
様
に
「
伝
統
的
な
」
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
衣
裳
も
（
再
）
創
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
産
業
ジ
ェ
ン
ト
リ
・
ス
ラ
ノ

ー
フ
ァ
ー
�
で
か
つ
て
ロ
ン
ド
ン
の
国
会
議
事
堂
（
ビ
ッ
グ
・
ベ
ン
）
を
作
っ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ホ
ー
ル
の
妻
レ
デ
ィ
・
ス
ラ

ノ
ー
フ
ァ
ー
（
オ
ー
ガ
ス
タ
・
ホ
ー
ル
）
に
よ
り
、
一
七
世
紀
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
共
通
に
着
用
さ
れ
た
旧
式
の

カ
ン
ト
リ
ー
衣
裳
の
要
素
（
一
八
世
紀
末
い
や
そ
れ
以
降
に
も
遠
隔
の
山
間
地
域
で
残
存
し
て
い
た
）
を
も
と
に
し
て
、
一
八
三

〇
年
代
に
創
造
さ
れ
た
。
こ
の
衣
裳
は
国
民
的
シ
ン
ボ
ル
―
―
と
き
に
は
国
民
的
戯
画
―
―
と
し
て
急
速
に
採
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
オ
ー
ガ
ス
タ
・
ホ
ー
ル
は
公
式
行
事
に
自
ら
着
用
し
て
、
女
性
の
使
用
人
に
も
着
用
を
要
求
し
た
。
夫
の
ス
ラ
ノ
ー
フ
ァ

ー
�
は
凝
っ
た
衣
裳
を
着
る
こ
と
に
興
味
が
な
か
っ
た
。
お
か
げ
で
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
男
性
は
救
わ
れ
た
、
と
い
う
（
８
）
。

以
上
の
よ
う
な
景
観
と
文
化
（
ハ
ー
プ
、
衣
裳
）
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
関
心
の
対
象
と
な
る
ほ
ど
十
分
に
「
ピ
ク
チ
ュ
ア

レ
ス
ク
」
で
あ
る
か
ぎ
り
で
認
め
ら
れ
た
。
景
観
が
思
っ
た
ほ
ど
「
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
」
で
は
な
く
、
旅
行
者
の
期
待
に
沿
わ

な
い
と
、
貧
し
い
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
が
小
銭
を
も
ら
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る
旅
行
者
は
、
物
乞
い
を
し
て
い
る
少
年
が
「
ピ

ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
」
な
ほ
ど
の
ぼ
ろ
を
ま
と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
金
を
恵
ん
で
も
ら
え
な
か
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
事
態
は
、
よ
り
弱
い
（
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
）
人
々
が
文
化
的
差
異
の
証
し
を
維
持
す
る
の
は
、
よ
り
強
い
（
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
）
人
々
に
と
っ
て
受
け
入
れ
可
能
な
仕
方
で
な
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
う
い
っ
た

基
準
か
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
旅
行
者
に
と
っ
て
も
っ
と
魅
力
的
な
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
域
は
北
部
と
西
部
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

は
景
観
と
人
々
の
両
方
が
関
心
の
的
と
な
る
ほ
ど
十
分
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
規
範
と
は
差
異
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

反
対
に
、
文
化
的
劣
位
者
で
あ
る
周
辺
の
集
団
が
文
化
的
優
位
者
の
先
入
観
に
適
合
し
な
い
場
合
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

な
不
満
や
失
望
が
表
明
さ
れ
る
。
一
八
二
〇
年
代
ギ
リ
シ
ャ
独
立
戦
争
期
に
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
が
、
同
時
代
の
ギ
リ
シ
ャ

に
実
際
に
接
触
し
た
と
き
に
、
ギ
リ
シ
ャ
の
「
栄
光
の
遺
産
」
の
か
け
ら
も
見
せ
な
い
人
々
に
不
快
感
を
抱
き
、
こ
れ
は
「
真
の

ギ
リ
シ
ャ
人
」
で
は
な
い
と
言
っ
た
（
９
）
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
、
多
く
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
の
訪
問
者
は
、
岩
山
の
遠
隔
地
域
に
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居
住
す
る
中
世
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
王
子
（
そ
の
お
抱
え
詩
人
が
ハ
ー
プ
の
伴
奏
付
き
で
韻
を
踏
ん
だ
詩
で
賞
賛
し
た
）
を
「
真
の

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
」
と
見
な
し
た
。
東
南
部
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
汚
く
危
険
で
き
つ
い
労
働
に
生
活
や
健
康
を
危
険
に
さ
ら
す
、
石
炭
・

鉄
鉱
労
働
者
と
い
っ
た
現
実
は
、
避
け
ら
れ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
も
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
い
ず
れ
も
、
過
去
の
栄
光
と
無
視
す
べ
き
現
在
に

は
架
橋
で
き
な
い
溝
が
あ
っ
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
訪
問
者
や
役
人
に
と
っ
て
、
東
南
部
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
非
詩
的
で
敵
対
的
と
も
な
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
こ

に
は
炭
鉱
、
鉄
工
場
、
不
潔
、「
ど
ろ
」
と
「
あ
か
」
が
あ
り
、
大
き
く
不
安
定
な
労
働
者
階
級
人
口
が
あ
っ
た
。
東
南
部
ウ
ェ

ー
ル
ズ
の
グ
ラ
モ
ー
ガ
ン
、
モ
ン
マ
ス
シ
ャ
ー
の
両
州
で
は
人
口
が
一
八
二
一
年
か
ら
一
八
四
一
年
ま
で
に
二
倍
に
増
大
し
て
い

た
（
１０
）
。
彼
ら
の
多
く
は
就
職
機
会
の
な
い
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
他
の
地
域
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、（
ポ
テ
ト
飢
饉
以
後

で
は
）
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
、
や
っ
て
き
た
。
狭
い
地
域
に
集
中
し
て
居
住
す
る
大
き
な
労
働
者
階
級
人
口
は
、
中
流
上
流
階
級

の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
人
の
目
に
は
潜
在
的
に
危
険
な
存
在
で
あ
っ
た
。こ
の
危
険
は
彼
ら
の
多
く
が
国
教
徒
で
は
な
い（
そ
の
多
く
、

と
り
わ
け
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
非
国
教
徒
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
大
半
は
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
こ
と
、
し
た
が
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
国
教
会
が
提
供
す
る
社
会
秩
序
へ
の
忠
誠
心
に
欠
け
て
い
た
。
く
わ
え
て
、
離
反
、
謀
反
の
潜
在
性
は
、
彼
ら
の
大
半
は
英
語

を
第
一
言
語
と
し
て
お
ら
ず
、
英
語
を
ま
っ
た
く
話
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
あ
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
階
級
、
宗
教
、
言
語
の
差
異
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
観
察
者
に
と
っ
て
、
い
ま
や
平
時
に
お
け
る
、
ピ
ク
チ
ャ
ア

レ
ス
ク
で
従
属
的
な
民
で
は
な
く
、
反
抗
的
で
敵
対
的
な
民
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
タ
イ
プ
の

社
会
が
法
と
秩
序
に
与
え
る
脅
威
は
し
ば
し
ば
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

以
下
、
こ
の
脅
威
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
労
働
者
た
ち
の
叛
乱
か
ら
、
そ
の
原
因
を
調
査
し
、
対
応
策
も
考
え
て
み
る
一
八

四
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
報
告
書
（
以
下
こ
れ
を
「
四
七
年
報
告
書
」
と
す
る
）
に
い
た
る
経
過
を
叙
述
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
前
に
、
こ
こ
で
出
て
き
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
宗
教
、
言
語
を
教
育
と
絡
ま
せ
て
、
こ
の
時
期
に
い
た
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
状
況
を
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確
認
し
て
お
こ
う
。

Ⅲ

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
教
育
・
言
語
・
宗
教

イ
ギ
リ
ス
で
は
階
級
ご
と
に
受
け
る
教
育
が
違
っ
た
の
で
こ
こ
で
は
限
定
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
半
ば
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ

で
も
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
と
貴
族
の
子
弟
は
幼
少
時
に
家
庭
内
教
育
を
受
け
、
男
子
は
そ
の
後
学
校
に
送
ら
れ
、
女
子
は
引
き
続
き
家

庭
教
師
（
ガ
バ
ー
ネ
ス
）
に
家
庭
で
教
育
を
受
け
続
け
る
。
極
貧
層
の
子
供
も
対
象
外
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
四
七
年
報
告
書
が

示
す
と
お
り
、
彼
ら
の
親
の
貧
困
や
無
関
心
の
た
め
に
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
は
一
切
受
け
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
の
ぞ
い
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
貧
民
な
い
し
労
働
者
の
子
弟
向
け
の
平
日
学
校
の
種
類
は
四
七
年
報
告
書
が
公
刊
さ
れ
た

時
点
で
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。（
１
）
国
教
会
学
校
（Church

ofEngland

）、（
２
）
非
国
教
会
学
校
（N

onconform
ist

）、

（
３
）
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
（Rom
an
Catholic

）、（
４
）
イ
ギ
リ
ス
学
校
（British

）、（
５
）
私
塾
（Private

）、（
６
）
救
貧
区
連

合
学
校
（U

nion

）、（
７
）
会
社
立
学
校
（Com

pany

）、（
８
）
そ
の
他
（O

ther

）。

（
１
）
は
た
び
た
び
「
何
々
チ
ャ
ー
チ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
記
さ
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
が
創
設
に
関
与
し
た
初
等
学
校
で
、

こ
の
中
で
は
数
が
も
っ
と
も
多
く
ウ
ェ
ー
ル
ズ
全
体
の
生
徒
数
の
四
七
・
六
％
を
占
め
た
。（
２
）
は
非
国
教
徒
（
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
場
合
、
独
立
派
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
メ
ソ
ジ
ス
ト
、
ウ
ェ
ズ
レ
ー
派
メ
ソ
ジ
ス
ト
）
が
創
設
に
関
与
し
た
学

校
で
、
生
徒
数
は
全
体
の
三
％
で
あ
っ
た
。（
３
）
は
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
で
全
体
の
〇
・
三
％
。

以
上
、
宗
派
別
に
分
類
さ
れ
た
学
校
で
、
以
下
か
ら
は
宗
派
以
外
の
分
類
基
準
と
な
り
、（
４
）
は
、
非
宗
派
的
な
原
理
に
基

づ
き
「
特
定
宗
派
に
関
係
な
い
」
と
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
学
校
で
、
生
徒
数
は
一
〇
・
八
％
を
占
め
た
。（
５
）
の
私
塾
は
「
プ
ラ

イ
ヴ
ェ
ー
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
（Private

A
dventure

）」
と
か
「
デ
イ
ム
ス
ク
ー
ル
（D

am
e
School

）」
と
か
呼
ば
れ
る
私
塾
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の
よ
う
な
学
校
で
、
一
七
〜
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
労
働
者
の
教
育
需
要
は
小
規
模
で
安
価
な
私
立
学
校
が
満
た
し
て
い
た
。
そ

れ
は
、
自
分
た
ち
の
家
の
一
部
を
教
室
と
し
て
使
っ
た
教
員
の
生
計
を
立
て
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
個
人
な
い
し
家
族
経
営
の
学

校
だ
っ
た
。「
デ
イ
ム
ス
ク
ー
ル
」
は
「
お
ば
さ
ん
学
校
」
と
も
訳
さ
れ
、
女
教
師
学
校
一
人
の
女
性
に
よ
っ
て
開
設
・
経
営
さ

れ
た
初
等
学
校
な
い
し
私
塾
だ
っ
た
。
こ
の
種
類
の
学
校
は
、
全
体
の
二
六
・
七
％
で
生
徒
数
で
は
（
１
）
の
国
教
会
学
校
に
次

い
で
生
徒
が
い
た
。（
６
）
の
救
貧
区
連
合
学
校
は
、
救
貧
法
当
局
が
管
理
し
た
救
貧
院
学
校
で
、
生
徒
数
は
一
・
四
％
。（
７
）

の
会
社
立
学
校
は
会
社
経
営
者
の
博
愛
主
義
や
労
働
者
の
基
金
調
達
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
学
校
で
、
全
体
の
五
・
〇
％
。（
８
）は

「
宗
派
な
し
」
や
「
不
明
」
で
特
定
で
き
な
い
文
字
通
り
そ
の
他
の
学
校
で
、
同
じ
く
生
徒
数
は
五
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
（
１１
）
。

こ
の
う
ち
、（
５
）
は
生
徒
数
で
は
二
位
を
占
め
る
も
の
の
、
こ
の
時
期
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
教
育
・
宗
教
・
言
語
が
絡
ん
だ
問

題
を
見
る
に
は
（
１
）
と
（
２
）（
４
）
の
対
立
が
重
要
で
あ
る
。

一
九
世
紀
初
頭
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
、
貧
困
家
庭
の
児
童
に
読
み
書
き
と
算
術
を
教
え
、
宗
教
教
育
を
施
す

こ
と
を
目
的
に
宗
教
団
体
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
初
等
学
校
で
あ
る
、「
有
志
立
学
校
（V

oluntary
School

）」
に
は
、
二
種
類

あ
り
、
一
つ
は
、
一
八
〇
八
年
に
非
国
教
徒
の
貧
困
子
弟
を
対
象
に
設
立
さ
れ
た
「
イ
ギ
リ
ス
学
校
（British

School

）」
と
、

も
う
一
つ
は
、
一
八
一
一
年
に
こ
れ
に
対
抗
し
て
国
教
徒
の
貧
困
子
弟
を
対
象
に
開
設
さ
れ
た「
国
民
学
校（N

ational
School

）」

で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
学
校
（
正
式
に
は
内
外
学
校
（British

and
Foreign

School

））
は
、
非
国
教
徒
の
「
内
外
学
校
協
会
（British

and

Foreign
SchoolSociety

）」
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
の
影
響
下
に
、
彼
の
主
唱
す
る
助
教
制
度
を
取

り
入
れ
、
読
み
書
き
算
数
の
ほ
か
、
聖
書
に
基
づ
く
非
宗
派
的
な
宗
教
教
育
を
施
し
た
。
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
は
ロ
ン
ド

ン
に
非
宗
派
原
理
に
も
と
づ
く
教
育
を
提
供
す
る
学
校
を
一
八
一
〇
年
に
創
設
し
た
。
唯
一
の
宗
教
テ
キ
ス
ト
は
聖
書
で
あ
り
、

宗
教
の
教
義
や
ド
グ
マ
の
教
育
は
厳
格
に
禁
止
し
た
。
親
は
子
が
日
曜
日
に
行
く
礼
拝
所
を
選
択
で
き
た
。
他
の
学
校
も
同
じ
モ
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デ
ル
を
踏
襲
し
、
助
教
制
度
と
宗
教
教
育
に
お
け
る
非
宗
派
性
は
は
っ
き
り
と
効
果
を
発
揮
し
、
こ
れ
ら
の
学
校
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
多
く
の
非
国
教
徒
に
と
く
に
魅
力
的
と
な
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
は
、国
教
会
側
か
ら
の
反
発
が
あ
が
っ
た
。国
教
会
の
有
力
メ
ン
バ
ー
は
、

組
織
的
な
反
撃
が
効
果
的
と
判
断
し
て
、
一
八
一
一
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
通
じ
た
国
教
会
原
理
に
よ
る
貧
民
教

育
推
進
の
「
国
民
協
会
（N

ational
Society

）」
を
創
設
し
て
、
教
育
と
宗
教
を
め
ぐ
る
闘
争
の
新
た
な
局
面
が
展
開
し
た
。
目

的
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
す
べ
て
の
教
区
に
国
教
会
の
原
理
が
教
え
ら
れ
る
学
校
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
動
機

は
、
何
も
し
な
い
と
、
次
世
代
に
至
っ
て
、
自
分
た
ち
が
少
数
派
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
恐
れ
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
国
教
会
学

校
」
で
あ
る
「
国
民
学
校
」
を
設
立
し
て
、
読
み
書
き
算
数
の
他
、
国
教
会
の
教
義
に
も
と
づ
く
宗
教
教
育
を
施
し
、
国
教
会
の

祈
�
書
や
教
理
問
答
を
教
え
、
日
曜
学
校
の
礼
拝
を
義
務
づ
け
た
。
こ
れ
は
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
イ
ギ
リ
ス
学
校
と
は

対
照
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
両
者
は
、
国
教
会
の
教
義
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
（
国
民
協
会
）
か
、
拒
否
す
る
（
内
外
学
校
協
会
）
か
で
の
対
立
、

世
俗
教
育
と
宗
教
教
育
を
一
体
化
さ
せ
る
（
国
民
協
会
）
か
分
離
さ
せ
る
（
内
外
学
校
協
会
）
か
で
対
立
し
た
。
ま
た
、
一
八
三

三
年
か
ら
の
政
府
補
助
金
問
題
で
も
対
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
国
教
徒
は
政
府
補
助
金
（
公
教
育
を
援
助
す
る
最
初
の
年
間
補
助

金
）の
公
的
初
等
教
育
へ
の
支
給
に
声
高
に
抗
議
し
た
。
理
由
は
、
す
べ
て
の
宗
派
が
同
等
に
扱
わ
れ
る
べ
き
と
し
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
実
態
は
、
当
初
か
ら
国
教
徒
と
連
携
し
た
学
校
は
そ
う
で
な
い
学
校
よ
り
も
多
く
の
資
金
を
獲
得
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
八

三
九
年
ま
で
に
国
家
補
助
金
の
約
八
〇
％
は
国
教
会
学
校
に
行
っ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
不
均
衡
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
国
教
徒

の
学
校
が
そ
れ
な
り
に
資
金
を
集
め
た
と
い
う
事
実
は
国
教
徒
側
の
過
度
の
不
安
と
恐
怖
を
引
き
起
こ
し
た
（
１２
）
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
派
や
補
助
金
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
、
鋭
く
対
立
し
た
も
の
の
、
あ
る
一
点
で
は
、
共
通
す
る
側
面
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
生
徒
に
英
語
で
教
育
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
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ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
一
八
五
一
年
の
セ
ン
サ
ス
で
、
礼
拝
に
行
く
者
の
う
ち
二
〇
％
が
国
教
会
の
宗
教
施
設
に
、
八
〇
％
が
非
国

教
徒
の
宗
教
施
設
に
出
席
し
て
い
た
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
（
１３
）
、
非
国
教
徒
地
区
で
も
国
教
徒
学
校
が
そ
の
地
域
で
、
唯

一
の
学
校
に
な
る
事
態
も
、
と
く
に
田
園
地
帯
で
は
あ
り
え
た
。
そ
こ
で
の
、
非
国
教
徒
の
親
た
ち
の
中
に
は
、
英
語
で
教
育
し

て
も
ら
う
と
、
子
供
た
ち
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
教
育
さ
れ
る
よ
り
も
仕
事
の
機
会
や
社
会
的
教
育
的
上
昇
の
機
会
に
開
か
れ
る
と

感
じ
た
者
も
い
た
。
そ
し
て
子
供
た
ち
は
、
英
語
で
教
育
を
提
供
す
る
学
校
に
送
ら
れ
た
。
一
八
三
一
年
に
出
現
し
た
、
い
わ
ゆ

る
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
シ
ス
テ
ム
」
は
、
世
俗
教
育
は
一
緒
に
受
け
て
、
宗
教
教
育
は
宗
派
別
に
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
の
で
、

両
者
の
対
立
の
一
定
の
緩
和
剤
、
解
決
策
た
り
得
た
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
使
用
地
域
の
国
民
学
校
は
英
語
の
標
準
教
材
を
使
用
し
て
お
り
、
地
域
の
子
供
の
大
半
が
第
一
言
語
ウ
ェ
ー
ル

ズ
語
を
話
す
と
い
う
事
実
に
は
考
慮
が
い
っ
さ
い
な
か
っ
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
子
供
た
ち
は
英
語
の
テ
キ
ス
ト
を
声
に
出
し
て
学

習
し
、
教
員
や
助
教
が
積
極
的
な
対
応
策
を
と
ら
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
が
意
味
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ

ぱ
ら
暗
記
反
復
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
も
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
親
た
ち
は
英
語
が
子
供
の
有
利
に
な
る
な
ら
、
将
来
の
糧
を

獲
得
す
る
過
程
で
は
必
要
な
苦
行
、
必
要
悪
と
見
な
す
傾
向
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
上
記
の
い
か
な
る
種
類
の
平
日
学
校
で
あ
れ
宗
派
や
非
宗
派
を
問
わ
ず
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
み

で
教
え
ら
れ
て
い
る
生
徒
数
は
一
八
四
七
年
時
点
で
（
１
）
国
教
会
学
校
の
四
六
人
と
（
５
）
の
私
塾
の
一
七
人
、
合
計
六
三
人

で
全
体
の
〇
・
一
％
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
と
英
語
の
併
用
で
教
え
ら
れ
て
い
る
生
徒
数
で
も
一
三
、
八
八
四
人
で
全
体
の
一
八
・
〇

％
で
、
あ
と
は
す
べ
て
英
語
の
み
で
教
え
ら
れ
て
い
る
（
１４
）
。
こ
の
よ
う
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
平
日
学
校
で
は
、
住
民
の
多
く
が
信
じ
る

宗
派
と
は
異
な
る
宗
派
の
学
校
へ
そ
の
子
供
が
通
い
、
住
民
の
多
く
が
話
す
言
語
と
は
異
な
る
言
語
で
教
え
る
学
校
に
圧
倒
的
多

数
の
子
供
が
通
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
と
は
様
相
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
た
学
校
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
日
曜
学
校
（Sunday

School

）
で
あ
る
。
同
じ
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四
七
年
報
告
書
か
ら
ま
と
め
た
統
計
で
は
、
四
七
年
時
点
で
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
日
曜
学
校
は
、（
１
）
国
教
会
学
校
（Church

of

England

）、（
２
）
独
立
派
（
組
合
教
会
主
義
）
学
校
（Independent

）、（
３
）
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
学
校
（Baptist

）、（
４
）
カ

ル
ヴ
ァ
ン
派
メ
ソ
ジ
ス
ト
学
校
（Calvinistic

M
ethodist

）、（
５
）
ウ
ェ
ズ
レ
ー
派
メ
ソ
ジ
ス
ト
学
校
（W

esleyan
M
ethodist

）、

（
６
）
そ
の
他
（O

ther

）
と
な
っ
て
い
る
。
国
教
会
学
校
は
平
日
学
校
と
同
様
、
日
曜
学
校
に
も
あ
る
も
の
の
、
非
国
教
徒
関
係

の
学
校
は
細
か
く
分
か
れ
、
さ
ら
に
平
日
学
校
と
異
な
る
点
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
、
イ
ギ
リ
ス
学
校
、
私
塾
、
救
貧
区
連
合
学

校
、
会
社
立
学
校
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
な
い
点
で
あ
る
。

決
定
的
に
違
う
の
は
教
授
言
語
で
あ
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
教
育
さ
れ
る
生
徒
は
五
五
・
六
％
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
と
英
語
が
二

九
・
一
％
、
英
語
が
一
五
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
宗
派
別
の
生
徒
数
も
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
メ
ソ
ジ
ス
ト
、
次
に
独
立
派
、
国
教

会
は
三
番
目
に
位
置
す
る
に
す
ぎ
ず
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
一
五
歳
以
上
の
生
徒
が
半
分
を
占
め
て
い
る
。

収
容
規
模
は
著
し
く
大
き
く
、
生
徒
数
の
絶
対
値
が
二
五
万
人
と
、
平
日
学
校
の
約
七
万
人
の
お
よ
そ
三
・
五
倍
も
あ
っ
た
（
１５
）
。

じ
じ
つ
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
、
読
め
る
能
力
と
い
う
偉
大
な
贈
り
物

を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、
教
授
言
語
を
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
と
す
る
日
曜
学
校
だ
っ
た
。
日
曜
学
校
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
労
働
者
の
社

会
生
活
や
文
化
生
活
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
社
会
的
に
重
要
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
前
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
を
教
授
言
語
と
し
て

採
用
し
て
、
三
ヶ
月
の
短
期
間
で
基
本
的
な
読
み
書
き
能
力
を
取
得
さ
せ
る
成
功
し
た
学
校
に
は
「
巡
回
学
校
」
が
あ
っ
た
。
日

曜
学
校
は
こ
れ
に
替
わ
る
よ
う
に
出
現
し
た
が
、
巡
回
学
校
（
い
ま
や
本
来
の
三
ヶ
月
で
巡
回
す
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
教
区
に

三
年
は
い
た
）
は
「
ビ
ー
ヴ
ァ
ン
夫
人
学
校
」
の
名
で
四
七
年
報
告
書
で
も
し
ば
し
ば
登
場
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
教
え
た
結
果
、
宗
教
儀
式
と
そ
れ
と
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
文
化
的
活
動
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
行
わ

れ
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
。
い
っ
ぽ
う
英
語
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
通
商
、
公
的
世
界
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
以
外

の
広
い
世
界
と
の
接
触
と
い
っ
た
生
活
領
域
で
は
、
有
益
な
言
語
、
い
や
不
可
欠
な
言
語
と
ま
で
見
な
さ
れ
た
。
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ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
が
使
わ
れ
る
日
曜
学
校
の
成
功
と
重
要
性
は
、
多
く
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
将
来
に
対
す
る
安

心
感
を
与
え
た
。
そ
れ
が
あ
っ
て
彼
ら
は
英
語
を
使
う
平
日
学
校
を
許
容
し
た
。
じ
じ
つ
、
日
曜
学
校
の
設
立
に
も
っ
と
も
強
く

動
い
た
の
は
、
英
語
を
使
う
平
日
学
校
の
熱
心
な
支
持
者
だ
っ
た
。
英
語
を
基
盤
と
し
た
平
日
学
校
の
設
立
と
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語

を
教
授
言
葉
と
し
た
日
曜
学
校
の
設
立
を
目
的
と
し
た
運
動
。
言
語
に
関
す
る
限
り
、
両
者
の
設
立
の
運
動
は
一
種
の
棲
み
分
け

が
で
き
て
い
た
と
言
う
べ
き
か
（
１６
）
。

Ⅳ

資
金
問
題
と
叛
乱
か
ら
一
八
四
七
年
へ

資
金
問
題

国
民
協
会
と
内
外
協
会
は
と
も
に
英
語
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ
の
推
進
す
る
初
等
学
校
の
主
要
目
的
の
一
つ
と
し
た
が
、
両
者
に

は
、
当
初
か
ら
、
資
金
の
多
寡
が
あ
っ
た
。
国
民
学
校
に
は
典
型
的
に
豊
か
で
気
前
の
よ
い
後
援
者
が
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
学
校

は
中
産
階
級
の
資
金
調
達
者
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
実
際
に
設
立
で
き
た
イ
ギ
リ
ス
学
校

は
国
民
学
校
に
比
較
し
て
た
え
ず
少
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
一
八
三
三
年
に
開
始
さ
れ
た
政
府
補
助
金
の
条
件
に
よ
り
、
さ
ら
に

不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
補
助
金
は
地
域
で
寄
進
さ
れ
た
自
発
的
な
寄
付
金
の
量
に
応
じ
て
配
布
さ
れ
、
そ
の

た
め
に
豊
か
な
国
教
会
地
域
に
よ
り
多
く
の
補
助
金
が
配
分
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
時
期
ま
で
に
政
府
は
教
育
補
助
金
の
配
分
責
任
を
「
枢
密
院
教
育
委
員
会
」
と
呼
ば
れ
、
枢
密
院
に
新
た
に
作
ら
れ
た
特

別
委
員
会
に
与
え
た
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
全
員
俗
人
で
、
内
務
大
臣
、
大
蔵
大
臣
を
含
む
と
い
う
事
実
か
ら
、
こ
の
委
員
会
の

重
要
性
が
わ
か
る
。
永
代
事
務
長
は
非
政
治
家
の
官
僚
で
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ケ
イ（＝

シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ス
）だ
っ

た
。

４００

ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
隣
人
に
し
て
異
国

一
五



ケ
イ＝

シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ス
と
枢
密
院
教
育
委
員
会
は
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
シ
ス
テ
ム
（
す
べ
て
の
宗
派
の
子
供
の
一
斉
教
育
）、

国
民
学
校
へ
視
学
官
を
派
遣
す
る
権
限
を
め
ぐ
り
、国
教
会
と
対
立
し
た
。こ
れ
ら
の
国
教
会
の
抵
抗
を
眼
に
し
た
非
国
教
徒
は
、

教
育
の
国
家
支
配
は
国
教
会
に
有
利
に
働
く
と
見
た
。

こ
れ
を
さ
ら
に
深
め
た
の
は
一
八
四
三
年
の
工
場
法
で
、
そ
の
法
案
の
一
条
項
に
は
、
工
場
内
学
校
（
上
記
の
会
社
立
学
校
）

の
運
営
団
体
は
、
国
教
会
聖
職
者
を
含
む
国
教
会
で
、
教
員
は
地
元
の
主
教
に
よ
る
認
可
が
必
要
、
シ
ラ
バ
ス
も
国
教
会
教
義
の

教
育
を
含
む
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
条
項
に
よ
り
国
教
会
教
会
に
与
え
ら
れ
る
か
の
よ
う
な
教
育
へ
の
支
配
権
は
非
国
教
徒
か
ら

の
激
烈
な
反
発
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
の
抗
議
は
五
一
年
の
宗
教
セ
ン
サ
ス
で
八
〇
％
が
非
国
教
徒
の
礼
拝
所
に
出
席
し
て
い
た

ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
と
り
わ
け
声
高
だ
っ
た
。
結
局
、
こ
の
条
項
は
法
案
か
ら
削
除
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
引
き
起
こ
し
た
煽
動
に
よ
り
、

ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
援
助
、
し
た
が
っ
て
国
家
支
配
を
拒
否
す
る
教
育
運
動
へ
の
刺
激
を
加
速

さ
せ
た
。

内
外
協
会
か
ら
は
ヒ
ュ
ー
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
と
い
う
改
革
者
が
登
場
し
て
、
一
八
四
三
年
に
調
査
に
乗
り
出
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で

の
非
国
教
徒
の
子
供
に
対
す
る
効
果
的
な
初
等
教
育
の
欠
如
に
驚
愕
し
、
イ
ギ
リ
ス
学
校
の
設
立
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

イ
ギ
リ
ス
学
校
は
北
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
、
四
六
年
末
ま
で
に
四
三
校
ま
で
に
増
加
し
た
。
非
国
教
徒
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
こ
れ
ま
で

の
教
育
施
設
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
が
先
導
す
る
新
た
な
学
校
建
設
に
よ
り
教
育
の
機
会
が
拡
大
し
改
善
さ
れ
る
と

の
希
望
が
あ
っ
た
。
他
方
、
国
教
徒
は
国
民
学
校
が
国
教
会
と
の
連
携
か
ら
得
た
優
位
性
を
維
持
す
る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
た
。

一
八
三
三
年
以
後
、
両
者
は
と
も
に
政
府
か
ら
援
助
を
受
け
、
視
学
官
を
受
け
入
れ
た
。
枢
密
院
教
育
委
員
会
は
、
よ
り
よ
き

制
度
は
教
室
、
教
員
、
教
員
養
成
施
設
、
資
金
が
必
要
で
あ
る
と
実
践
面
で
の
改
革
を
意
図
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
ま
で
に
、
ケ

イ＝

シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ス
は
、
教
員
を
効
果
的
に
訓
練
し
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
る
制
度
、
最
後
に
は
年
金
を
供
給
す
る
プ
ラ
ン
を

建
て
た
り
、
二
五
人
学
級
も
構
想
し
て
い
た
。
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国
教
徒
と
非
国
教
徒
、
国
民
協
会
と
内
外
協
会
、
政
府
、
枢
密
院
教
育
委
員
会
、
こ
れ
ら
の
関
係
者
た
ち
が
す
べ
て
が
対
立
し

て
相
争
い
な
が
ら
一
点
で
は
、
同
意
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
労
働
者
階
級
へ
の
教
育
施
設
の
効
果
的
再
組

織
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
を
全
体
的
に
知
る
必
要
性
の
認
識
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
一
八
四
七
年
の
大
々
的
な
調

査
に
結
び
つ
い
た
。
し
か
し
、
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
関
係
者
の
す
べ
て
が
こ
の
よ
う
な
再
組
織
化
が
自
分
た
ち
の
望
む
教
育
制
度

を
獲
得
す
る
機
会
と
見
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
人
が
違
う
こ
と
を
望
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

後
々
ま
で
対
立
点
は
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
、
尾
を
引
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
１７
）
。

叛
乱
か
ら
一
八
四
七
年
へ

四
七
年
の
調
査
に
結
び
つ
い
た
前
史
と
し
て
は
も
う
一
点
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
急
速
に
増
大
し
て
い
た
ウ
ェ
ー
ル

ズ
に
お
け
る
労
働
者
た
ち
の
反
乱
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
〇
〜
一
年
に
は
、
食
糧
価
格
高
騰
へ
の
反
乱
、
一
八
一
一
〜
一
二
年
に
は
、

最
初
の
労
働
組
合
が
出
現
し
、
一
八
一
六
〜
一
七
年
に
は
賃
金
削
減
反
対
デ
モ
が
あ
り
、
一
八
二
二
年
に
は
鉄
鉱
労
働
者
の
ス
ト

ラ
イ
キ
が
発
生
し
て
い
る
。
一
八
三
一
年
の
マ
ー
サ
ー
蜂
起
は
、
賃
金
削
減
や
市
政
の
不
正
に
対
す
る
抗
議
か
ら
始
ま
っ
た
反
乱

で
、
市
の
中
心
部
が
四
日
間
占
拠
さ
れ
、
反
乱
者
は
、
軍
隊
と
市
民
軍
に
対
抗
し
た
。

南
西
部
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
、
一
八
三
九
年
と
四
二
〜
四
三
年
に
、
小
作
農
た
ち
が
聖
書
に
ち
な
み
女
装
し
て
有
料
道
路
の
通
行

料
取
立
所
を
襲
撃
し
、
破
壊
し
た
レ
ベ
ッ
カ
暴
動
が
起
き
た
。
農
業
の
不
振
、
高
率
の
地
代
や
地
方
税
、
三
四
年
の
改
正
救
貧
法

に
対
す
る
不
満
な
ど
が
背
景
に
あ
っ
た
。
人
々
の
支
持
を
得
た
の
で
、
多
く
の
場
合
、
暴
動
は
一
時
的
に
成
功
し
た
が
、
四
三
年

六
月
の
暴
動
の
の
ち
、
軍
隊
と
ロ
ン
ド
ン
警
察
が
投
入
さ
れ
た
た
め
に
、
次
第
に
下
火
と
な
る
。
し
か
し
、
抗
議
の
力
や
何
度
も

生
起
し
た
と
い
う
事
実
に
よ
り
当
局
の
権
威
は
縮
小
し
た
。

一
八
三
九
年
一
一
月
に
は
南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
で
、チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
暴
動
が
起
き
、軍
隊
と
群
衆
が
衝
突
し
て
、
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軍
隊
が
発
砲
し
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
側
に
二
〇
人
以
上
の
死
者
が
出
た
。
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
蜂
起
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
っ
と
も
短
時

間
で
終
わ
っ
た
が
、
権
力
者
に
と
っ
て
は
も
っ
と
も
警
戒
す
べ
き
蜂
起
で
あ
っ
た
。
他
の
抗
議
は
、
日
常
生
活
、
仕
事
、
賃
金
へ

の
不
平
か
ら
起
き
た
が
、
こ
れ
は
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
請
願
に
基
づ
く
政
治
的
目
的
の
支
持
か
ら
起
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
当
局
者
に
と
っ
て
、
政
治
目
的
の
た
め
に
暴
力
の
使
用
を
準
備
し
た
り
、
効
果
的
か
つ
秘
密
裏
に
訓
練
を
受
け
組
織
化
さ

れ
た
労
働
者
階
級
の
共
同
体
は
、
悪
夢
に
他
な
ら
な
か
っ
た
（
１８
）
。

そ
こ
で
、
政
府
は
こ
れ
ら
の
騒
擾
の
原
因
の
究
明
に
乗
り
出
し
、
関
係
地
域
の
雇
用
と
教
育
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
と
し

て
の
報
告
書
が
い
く
つ
か
公
刊
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
書
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
側
に
よ
る
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
、
従
順
な
ブ
リ
テ
ン
臣
民
で
あ
る
べ
し
と
の
期
待
に
は
、
二
つ
の
点
で
、
危
険
な
ほ
ど
か
け
離

れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
つ
は
宗
教
で
あ
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
総
人
口
の
お
よ
そ
四
分
の
三
が
非
国
教
徒
と
い
う
事
実
は
、
国
教
会
以
外
は
何
で
も
危
険

と
見
な
す
態
度
に
と
っ
て
大
き
な
不
安
材
料
と
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
言
語
で
あ
り
、
あ
る
報
告
書
は
「
人
々
の
社
会
状
況
に

影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、
こ
の
国
の
か
く
も
広
く
拡
が
っ
た
英
語
の
無
知
は
見
過
ご
せ
な
い
。
…
そ
の
不
便

さ
は
、
多
く
の
法
や
制
度
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
く
際
の
深
刻
な
障
害
と
な
っ
て
、
じ
っ
さ
い
に
感
知
さ
れ
て
い
る
」
（
１９
）
と
報
告

さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
蜂
起
で
は
、
治
安
判
事
は
密
告
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
一
因
は
言
葉
の
障

害
だ
っ
た
。

こ
の
報
告
書
を
執
筆
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
観
察
者
が
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
労
働
者
階
級
の
教
育
に
何
よ
り
必
要
と
考
え
た
の

は
、
よ
り
教
育
を
受
け
権
力
を
持
つ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
々
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ
る
社
会
の
位
置
を
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
人
々
が
知

り
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
彼
ら
に
教
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
上
下
階
層
秩
序
（
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
）
の
認
識
で
あ

る
。
こ
の
思
考
方
法
に
と
っ
て
、
英
語
を
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
労
働
者
階
級
に
教
え
る
の
は
彼
ら
を
も
っ
と
「
従
順
の
民
」
に
す
る
た
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め
の
方
法
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
公
文
書
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
教
育
の
欠
如
を
強
調
し
た
。
一
八
四
四
年
で
、
南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
四
五
％
の
既
婚
男
性
、

七
〇
％
の
既
婚
女
性
は
書
け
ず
署
名
も
で
き
な
い
。
北
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
四
一
％
、
六
六
％
で
あ
る
（
２０
）
。
英
語
の
知
識
の

欠
如
は
、
こ
の
問
題
に
加
わ
り
、
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
広
範
な
無
知
は
、
そ
の
必
然
的
な
結
果
と
し
て
社
会
的
道
徳
的
秩
序
の

危
険
を
増
大
さ
せ
る
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
を
こ
う
い
っ
た
危
険
に
導
か
な
い
た
め
に
は
、
政
府
主
導
の
大
き
な
努
力
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か

だ
っ
た
。
一
八
四
六
年
三
月
一
〇
日
庶
民
院
で
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
演
説
は
、
政
府
に
よ
る
い
ま
ま
で
よ
り
も
大

が
か
り
で
詳
細
で
総
括
的
な
調
査
、
す
な
わ
ち
一
八
四
七
年
の
調
査
を
履
行
す
る
理
由
を
示
す
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
当
時
コ
ヴ
ェ

ン
ト
リ
選
出
議
員
で
、
選
挙
権
の
拡
大
や
秘
密
投
票
の
よ
う
な
選
挙
改
革
を
支
持
す
る
急
進
派
の
政
治
家
だ
っ
た
。
彼
は
、
貧
し

い
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
使
用
地
域
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
シ
ャ
ー
、
ス
ラ
ン
パ
ム
サ
ン
ト
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
、
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
、
最

初
反
物
屋
で
働
き
、
の
ち
に
リ
ン
ネ
ル
、
綿
製
品
の
卸
売
業
で
財
を
な
し
た
と
い
う
立
志
伝
の
人
で
あ
っ
た
。
商
売
の
成
功
は
英

語
を
学
ん
だ
た
め
と
考
え
、
同
郷
人
も
同
じ
道
を
た
ど
る
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
望
ん
だ
。

彼
の
演
説
は
、
支
配
階
級
の
観
点
か
ら
同
時
代
の
状
況
を
分
析
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
英
語
は
「
知
識
に
い
た
る
唯
一
の
道

で
あ
る
…
そ
れ
は
改
善
と
文
明
へ
の
道
で
あ
る
」、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
に
英
語
を
教
え
る
の
は
「
貧
し
い
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
に
教
養
の

知
識
、
文
明
生
活
の
慰
み
」
を
広
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。「
そ
れ
は
彼
ら
の
美
し
い
国
の
見
栄
え
を
よ
く
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら

を
よ
り
幸
福
で
、
従
属
し
な
い
、
優
位
に
立
つ
人
々
に
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
労
働
者
階
級
に
英
語
の
知

識
を
与
え
る
と
法
と
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
な
る
、と
の
利
点
を
は
っ
き
り
説
明
し
た
。レ
ベ
ッ
カ
一
揆
の
記
事
を
引
用
し
つ
つ
、

以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
た
。
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彼
ら
﹇
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
人
々
﹈
は
、
今
の
よ
う
に
口
先
だ
け
の
宗
教
と
心
に
邪
心
を
抱
く
腹
黒
い
偽
善
者
の
�
食
に
な
ら
な

い
で
、
英
語
の
知
識
が
与
え
ら
れ
、
適
切
な
教
育
を
受
け
れ
ば
、
世
界
で
も
っ
と
も
平
和
的
で
繁
栄
す
る
ば
か
り
か
幸
福
な

人
々
に
な
り
う
る
。

彼
は
過
去
一
〇
年
の
公
的
報
告
書
か
ら
引
用
し
な
が
ら
、
教
育
は
従
属
的
な
住
民
を
作
る
の
に
、
武
力
の
行
使
よ
り
も
安
価
で

容
易
な
方
法
で
あ
る
と
論
じ
た
。「
教
員
の
感
化
力
は
銃
剣
よ
り
も
こ
の
民
を
統
治
す
る
の
に
経
済
的
で
効
果
的
な
道
具
で
あ
る
」

と
も
付
け
加
え
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
教
育
の
政
府
主
導
で
の
再
組
織
化
は
、「
経
費
が
い
く
ら
に
し
て
も
、
軍
隊
、
警
察
、

刑
務
所
に
か
か
る
経
費
に
比
べ
れ
ば
一
〇
倍
は
節
約
で
き
る
」
と
効
果
的
経
済
的
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。

演
説
で
伝
え
よ
う
と
し
た
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
調
査
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
現
行
の
教
育
施
設
の
顕
著
な
欠
陥
を

発
見
し
、
教
育
改
善
を
勧
告
す
る
た
め
だ
っ
た
。
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
と
一
貫
し
て
、
法
と
秩
序
の
維
持
だ
っ
た
。
演
説
で
は
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
享
受
し
て
い
る
よ
う
な
国
家
か
ら
の
援
助
や
注
目
を
受
け
て
こ
な
か
っ

た
た
め
に
、
教
育
に
お
け
る
不
利
益
を
被
っ
て
お
り
、
こ
の
不
均
衡
は
正
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
、
と
も
訴
え
た
（
２１
）
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
演
説
は
、
こ
の
よ
う
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
法
と
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
英
語
教
育
の
必
要
、
援
助
金
要
請
か
ら
、

直
接
的
に
四
七
年
調
査
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。
四
六
年
夏
の
混
乱
（
穀
物
法
廃
止
を
め
ぐ
る
保
守
党
の
分
裂
、
内
閣
総
辞
職
な

ど
）
を
経
て
、
秋
ま
で
に
調
査
委
員
が
任
命
さ
れ
、
調
査
の
準
備
が
整
っ
た
（
２２
）
。

註

（
１
）
原
聖
「
カ
ム
リ
ー
（
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
―
―
最
強
の
言
語
に
対
抗
す
る
最
強
の
少
数
言
語
」
原
聖
、
庄
司
博
史
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
綾
部
恒
雄
監

修
、
講
座
世
界
の
先
住
民
族
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
の
現
在
、
明
石
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
一
〇
七
〜
一
一
二
頁
。
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（
２
）
「
リ
ズ
ラ
ン
法
」、
松
村
赴
、
富
田
虎
男
編
『
英
米
史
辞
典
』、
研
究
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
三
五
〜
六
三
六
頁
。

（
３
）
「
連
合
」﹇
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
﹈、『
英
米
史
辞
典
』、
七
七
四
頁
。

（
４
）
以
下
、
本
節
の
叙
述
は
以
下
に
よ
る
。G

w
yneth

Tyson
R
oberts,

The
Language

of
Blue

Books:
The

Perfect
Instrum

ent
of
Em
pire,

C
ardiff:

U
niversity

ofW
ales
Press,１９９８

,
pp.１２

－１９
.

（
５
）JanetD

avies,
The
W
elsh
Language,

PocketG
uide,

C
ardiff,

U
niversity

ofW
ales
Press,１９９９

,
rep.２００５

,
p.２２

.

（
６
）
プ
リ
ス
・
モ
ル
ガ
ン
「
死
か
ら
展
望
へ
―
―
ロ
マ
ン
主
義
時
代
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
的
過
去
の
探
求
」『
創
ら
れ
た
伝
統
』
Ｅ
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ

ム
、
Ｔ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
編
、
前
川
啓
治
ほ
か
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
二
年
、
一
三
六
頁
。
森
野
聡
子
、
森
野
和
弥
『
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
創
造
と
変
容
―
―
一
九
世
紀
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
観
光
言
説
と
詩
に
表
象
さ
れ
る
民
族
的
イ
メ
ー
ジ
の
考
察
』
青
山
社
、
二
〇
〇
七

年
、
第
一
章
。

（
７
）
モ
ル
ガ
ン
、
前
掲
論
文
、
一
一
七
頁
。

（
８
）
モ
ル
ガ
ン
、
前
掲
論
文
、
一
二
六
頁
。
森
野
、
前
掲
書
、
第
五
章
。

（
９
）
マ
ー
テ
ィ
ン
・
バ
ナ
ー
ル
『
黒
い
ア
テ
ナ
―
―
古
代
文
明
の
ア
フ
ロ
・
ア
ジ
ア
的
ル
ー
ツ
』
金
井
和
子
訳
、
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。

（
１０
）D

otJones,
StatisticalEvidence

relating
to
the
W
elsh
Language

1801−1911,
C
ardiff:

U
niversity

ofW
ales
Press,１９９８

,
p.１７

.

（
１１
）D

otJones,
op.cit.,

p.３５６
.

（
１２
）
「
有
志
立
学
校
」「
イ
ギ
リ
ス
学
校
」「
国
民
学
校
」「
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
」『
英
米
史
辞
典
』、
九
五
〜
九
六
、
五
〇
五
、
四
〇
六
〜

〇
七
、
七
八
九
頁
。

（
１３
）D

otJones,
op.cit.,

p.４２５
.

（
１４
）D

otJones,
op.cit.,

p.３５６
.

（
１５
）D

otJones,
op.cit.,

p.３６４
.

（
１６
）
以
上
、
本
節
の
叙
述
は
以
下
に
よ
る
。R

oberts,
op.cit.,

pp.２５
－３０
.

（
１７
）
以
上
、R

oberts,
op.cit.,

pp.３４
－４２
.

（
１８
）G
eraint

H
.Jenkins,

The
M
aking

of
M
odern

W
ales:

D
iscovering

W
elsh

H
istory,

B
ook

３
,
O
xford

:
O
xford

U
niversity

Press,
１９８９

,
pp.８６

－８９
,９０

－９１
,９２

－９５
.

（
１９
）British

Parliam
entary

Papers,
Reportofthe

C
om
m
issioners

ofInquiry
for
South

W
ales,

X
V
I,１８４４

,
p.３６

.

（
２０
）D

.G
areth

Evans,
A
H
istory

ofW
ales
1815−1906,

C
ardiff:

U
niversity

ofW
ales
Press,１９８９

,１２４
.
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て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
や
っ
て
き
て
は
、
旅
行
記
を
残
し
た
り
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
い
っ
た
旅
人
の
観
点

を
生
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
関
係
を
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
と
い
う
言
葉
自
体
も
四
世
紀
以
降
に
ブ
リ
テ
ン
島
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
か
ら
な
る
島
）
に
侵
入
し
て
き
た
ゲ
ル
マ
ン
語
で
「
異
な
る
人
」「
異
邦
人
」
を
意
味
す
る
。
自
称
で
は
ケ
ル
ト
語
で
「
カ
ム

リ
ー
」
と
い
い
「
自
国
」
を
意
味
す
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
域
の
呼
称
は
、
自
称
重
視
で
カ
ム
リ
ー
と
す
る
べ
き
だ

が
、
こ
こ
で
は
慣
例
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
呼
ん
で
お
く
。

ど
ん
な
旅
人
で
も
気
づ
く
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
特
徴
は
、
こ
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
と
い
う
言
語
と
そ
れ
を
話
す
人
々
の
異
民
族
性
で
あ

る
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
中
の
ケ
ル
ト
語
に
属
し
て
い
る
。
英
語
は
ゲ
ル
マ
ン
語
系
で
あ
る
。
よ
く

言
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
「
ケ
ル
ト
辺
境
」
と
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
他
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
含
ま
れ
る
。
こ
の

「
ケ
ル
ト
辺
境
」
に
は
言
語
も
民
族
も
違
う
人
々
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
同
じ
ケ
ル
ト
系
の
言
語
と
い
っ
て
も
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
ケ
ル
ト
語
と
ブ
リ
テ
ン
島
の
ケ
ル
ト
語
と
の
距
離
は
遠
い
。
さ
ら
に
ブ
リ
テ
ン
島
の
ケ
ル
ト
語
に
は
、
ウ
ェ

ー
ル
ズ
語
の
他
に
、
ケ
ル
ノ
ウ
（
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
）
語
、
ブ
レ
イ
ス
（
フ
ラ
ン
ス
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
）
と
あ
る
が
、
こ
れ

も
現
在
で
は
相
互
理
解
度
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ほ
ど
言
語
的
に
は
距
離
が
あ
る
と
い
う
。

問
題
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
を
話
す
人
々
は
い
つ
ど
こ
か
ら
来
た
か
、
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
長
い
こ
と
紀
元
前
六
世
紀
頃
の
「
ケ

ル
ト
人
」
の
ブ
リ
テ
ン
島
へ
の
到
来
と
の
定
説
が
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
、
こ
の
時
期
の
移
住
は
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
そ
う
な
る
と
、
そ
れ
か
ら
か
な
り
以
前
の
前
三
〇
〇
〇
年
紀
末
に
渡
来
し
た
今
日
「
ビ
ー
カ
人
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、

前
二
〇
〇
〇
年
紀
に
使
っ
て
い
た
言
語
が
ブ
リ
テ
ン
島
の
ケ
ル
ト
語
の
起
源
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
一
〇
〇
〇
年
紀
に

は
、
こ
の
言
語
が
ブ
リ
テ
ン
島
に
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
と
い
う
。

そ
の
後
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歴
史
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
か
ら
最
低
限
確
認
す
る
と
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る
ブ
リ
テ
ン
島
へ

松
山
大
学
論
集

第
二
十
一
巻

第
四
号

二

４１３



（
２１
）H

ansard’s
Parliam

entary
D
ebates,

X
X
IV
,１８４６

:
８４６
.

（
２２
）
以
上
、
本
節
の
叙
述
は
以
下
に
よ
る
。Roberts,

op.cit.,
pp.１９

－２４
.
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